
【占有の訴えのまとめ表】

訴権の種類 できること 権利の内容

占有回収の訴え
（200 条）

物の返還
及び

損害賠償請求

奪った物を返せ！という権利です。
『奪われた』場合に提起できるので、遺失・詐取ではでき
ません（盗まれた場合はできます）。

なお、占有を侵奪した者からの特定承継人がいた場合、そ
の特定承継人が善意の場合には占有回収の訴えを提起す
ることができません。（占有権なので効力が少し弱いのです）

（ex.）Bは Aから盗んだ時計を、そのことを知らない C
に譲渡しました。この場合、Aは Cに対して占有回収の訴
えを提起できません。Cは善意の特定承継人だからです。

①窃取 ②譲渡
A B C

占有保持の訴え
（198 条）

妨害の停止
及び

損害賠償請求
妨害を止めろ！という権利です。

占有保全の訴え
（199 条）

妨害の予防
または

損害賠償の担保

占有が妨害されるおそれがあるとき（木が倒れてきそうで危険
だからなんとかしてくれ！）に予防させる権利です。
なお、まだ損害が発生していないので、損害賠償の担保だ
けとることができ、相手方の故意・過失は不要です。

※「占有回収の訴え」及び「占有保持の訴え」の損害賠償請求をするには侵害者の故意・過失が必要にな
ります（不法行為が根拠だからです）。
しかし、「占有保全の訴え」の損害賠償の担保は故意・過失は不要です。あくまで担保として用意しておい
てもらうだけだからです。
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